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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,監視制御も含めた空調システムにおける知的制御システムの構築法を機能の階層化という視
点から提案,実証したもので,主な成果は以下の通りである｡
1.正常運転下での空調機器の動的最適化のため,ファジイ推論を導入した非線形制御系の機能階層が
提案され,吸収式冷温水機に適用し,従来のPID制御系と実験的に比較し,その有効性が確認されて
いる｡とくに大きな負荷変動や起動時の過渡特性において,優位性が実証されている｡
2.設置状況やユーザニーズへの適応のため,環境からの情報とあらかじめ設定されたルール群との照
合結果に基づいて制御系のパラメータを決めるスーパ-バイザ機能階層を前段に導入し,後段の制御
操作実行機能階層との二階層構造化によるルール駆動型制御系が提案され,設置環境に依存する特性
を有するパッケージェアコンやユーザニーズに依存した調整が要求される吸収式冷温水機について有
効性が示されている｡
3.装置の部分的劣化に起因する異常運転状態における監視制御に対して,主構成要素の熱交換器群に
関する静的モデルを用いて異常診断を行う機能階層を内包した知識駆動型の診断方法が提案され,部
分負荷運転など定格以外の運転状況下でも異常診断の可能であることが吸収式冷温水機により実証さ
れている｡
4.動特性を含めた異常診断および停止回避制御に関する基礎検討が行われている｡まず,現象論的に
どへ-ビアベースでのシステムモデル化に向けて,一次元の時系列信号である観測量からタ-ケンス
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の埋め込み定理によって再構成されるアトラクタを動的モデルとして抽出する方法が示されている｡
つぎに,システムの振る舞いが子測不可能なカオス状態から所望の周期運動へと制御する方法が検討
され,なるべく出力を低下させずに停止回避制御を行うために,従来制御に見られるような安定点へ
の収束よりも,発散しないレベルで周期運動に拘束する本制御法の有効性が示されている｡
以上,本論文は空調システムの知的制御のための新たな方法を提案,実証 したものであり,その成果は
学術上,実用上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるも
のと認める｡
また平成6年11月15日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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